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令
和
６
年
元
日
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
石
川
県
で
発
生
し
た
大
地
震
で
多
く
の

尊
い
命
が
失
わ
れ
、
ま
ち
の
様
子
が
一
変
し
て
、
ご
く
当
た
り
前
の
日
常
が
奪
わ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
大
震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
哀
悼
の
誠

を
捧
げ
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

震
災
後
、
私
は
何
度
も
被
災
地
を
訪
れ
、
悲
惨
な
状
況
を
目
の
あ
た
り
に
し
て

深
い
悲
し
み
を
覚
え
ま
し
た
。
思
え
ば
私
が
無
名
で
無
力
な
一
青
年
で
あ
り
な
が
ら
、

国
政
の
道
を
め
ざ
し
た
き
っ
か
け
は
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
で
し
た
。
私
に

と
っ
て
東
北
は
学
生
時
代
か
ら
お
よ
そ
10
年
を
過
ご
し
た
、
い
わ
ば「
第
二
の
ふ
る

さ
と
」。
大
震
災
の
津
波
で
青
春
時
代
の
思
い
出
ま
で
が
流
さ
れ
た
よ
う
な
悲
し
み

の
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
国
の
復
興
対
策
や

手
法
に
疑
問
を
持
ち
、
震
災
の
翌
年
に
実
施
さ
れ
た
衆
院
選
へ
の
出
馬
を
決
意
し

た
の
で
す
。

　

今
、
自
民
党
の
県
連
会
長
と
し
て
県
の
発
展
に
向
け
て
先
頭
に
立
つ
べ
き
時
、 

皮
肉
に
も
再
び
国
政
で
大
震
災
に
向
き
合
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
被
災
地
、
被
災

者
の
皆
様
に
寄
り
添
い
、
大
至
急
復
旧
・
復
興
へ
の
施
策
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
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　敦賀以西のルートとして当初検討された小浜
ルートは、京都府内における懸案事項を克服でき
る見通しが立たないまま年を重ねました。その間、
施工費が計画案から大幅に増加することが明らか
になったほか、整備工事に伴って出る残土の量が
莫大になることが判明し、このままでは延伸事業
の継続が困難になります。最近は京都仏教会など
京都府民からも、小浜ルートに反対の声が大きく
なっています。
　小浜ルートの問題点を精査し、着工のメドが
立たない場合は、米原ルートを含めたルート再検討
が必要です。延伸計画を先送りしないために、石川
県でも圧倒的に多くの人が望む米原ルート復活を
強く主張してまいります。
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はじめ通信はじめ通信
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決意新たに
５期目がスタート

〜 

よ
み
が
え
っ
た
初
出
馬
の
思
い 

〜

　

 

昨
年
10
月
15
日
に
公
示
さ
れ
た
第
50
回
衆
議
院
議
員
選
挙
。

　
　
　

 

自
民
党
に
は
厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、

 

私
自
身
は
５
期
目
を
迎
え
、
い
っ
そ
う
重
責
を
担
う
立
場
に
な
り
ま
す
。

    　
12
年
前
の
初
出
馬
で
め
ざ
し
た

　
　
　
　

       

誠
実
な
政
治
を
心
に
刻
ん
で
歩
み
続
け
ま
す
。

初
心
に
返
っ
て
！！

南
加
賀
の
新
時
代
が
始
ま
る
！

待
望
の
県
内
全
線
開
通
が
実
現

米原ルート再検討を
強く主張

北
陸
新
幹
線
は
２
０
１
５
年
に
長
野‐金
沢
間
が
開
業
し
て
以
来
、

９
年
の
月
日
を
経
て
去
年
３
月
、金
沢
か
ら
敦
賀
ま
で
が
つ
な
が
り
、

念
願
の
石
川
県
内
全
線
開
通
と
な
り
ま
し
た
。

小
松
や
加
賀
温
泉
か
ら
東
京
ま
で
乗
り
換
え
な
し
の

最
速
な
ら
２
時
間
50
分
以
内
。 

列
車
で
の
日
帰
り
出
張
も
可
能
に
な
り
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
促
進
な
ど
南
加
賀
の
新
た
な
発
展
の

き
っ
か
け
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

災
害
な
ど
を
見
据
え
た
東
海
道
新
幹
線
の
代
替
機
能
の
役
割
を

果
た
す
目
的
か
ら
も
、残
る
大
阪
ま
で
の
延
伸
は
、

早
期
に
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
家
的
な
課
題
で
す
。
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ど
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東
海
道
新
幹
線
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代
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能
の
役
割
を

果
た
す
目
的
か
ら
も
、残
る
大
阪
ま
で
の
延
伸
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、

早
期
に
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
家
的
な
課
題
で
す
。

2024年10月15日 選挙戦がスタート

遊説中に受けた多くの激励に感謝して

HOKURIKU
　SHINKANSEN

　自民党に逆風が吹いた、先の総選挙に
よって国会の情勢が一変し、自民党は大
変厳しい環境におかれています。当選回
数を重ねる中、党の根幹を成す重要な役
職をいくつも拝命してきた佐々木はじめ
代議士は、与野党にネットワークを広げ、
自民党の新たな時代を築く旗手の一人と
いわれています。今回の選挙でも目標の
１０万票を超える高い得票数で５期目を迎
えることができた感謝と誇りを胸に、国
政の道を邁進する佐々木はじめ代議士に、
どうぞ変わらぬご支援をお願い申し上げ
ます。

　

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
映
画
、

マ
ン
ガ
な
ど
で
脚
本
家
と
し
て
大
き
な
功
績
を
残
し
た

能
美
市
出
身
の
佐
々
木
守
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
が
能
美

市
立
根
上
学
習
セ
ン
タ
ー
の
２
階
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
守
さ
ん
は
代
議
士
の
伯
父
で
、
守
さ
ん
が
残
し

た
３
千
本
余
の
作
品
の
中
に
は
山
口
百
恵「
赤
い

シ
リ
ー
ズ
」や「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」「
ア
ル
プ
ス
の
少
女

ハ
イ
ジ
」「
コ
メ
ッ
ト
さ
ん
」な
ど
が
特
に
有
名
。
ま
た
小

松
明
峰
高
校
な
ど
県
内
５
つ
の
高
校
の
校
歌
も
作
詞
し

ま
し
た
。
佐
々
木
代
議
士
は
大
ヒ
ッ
ト
作「
柔
道
一
直

線
」の「
一
直
線
」を
座
右
の
銘
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
ま
す
。

「
つ
な
ぐ
力
」　
　
　

衆
議
院
議
員

編
集
後
記

・
・
・  

佐
々
木
代
議
士
の
伯
父  

・
・
・

TOPIC

北陸新幹線

ルート検討に向け北陸新幹線延伸自主勉強会が発足

敦賀以西ルートの現状と課題について、
YouTube 動画で解説しています。
ご視聴・チャンネル登録お願いします！



齋藤健　経済産業大臣齋藤健　経済産業大臣

岸田文雄　内閣総理大臣岸田文雄　内閣総理大臣 坂本哲志　農林水産大臣坂本哲志　農林水産大臣 伊藤信太郎　環境大臣伊藤信太郎　環境大臣

松本剛明　総務大臣松本剛明　総務大臣 斉藤鉄夫　国土交通大臣斉藤鉄夫　国土交通大臣

質問は13項目。インフラの復旧や農業・漁業、観光・伝統産業の復興対策、北陸新幹線の今
後などを質し、岸田首相、坂本農水相、伊藤環境相、松本総務相、齋藤経産相、斉藤国交相
（いずれも当時）の6人が答弁に立つ異例の予算委員会となりました。

元日の発災直後から小松市役所や県庁の災害対策本部に詰め、情報収集や関係各所との
連絡に専念。被災した各地の視察を重ねて、県や各自治体の首長との協議をもとに、
南加賀への二時避難の準備や政府、関係機関への働きかけに奔走しました。

正規の外交ルートが確立
していない台湾との交流
の窓口は自民党の青年局。
佐々木代議士はかつて
青年局長を務めた頃から
多くの人と深い絆で結ば
れています。
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地
方
に
活
力
を
。
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地
方
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活
力
を
。

で

つ
な
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能
登
半
島
に

思
い
を
寄
せ
た
一
年
。

何
度
も
現
地
を
訪
れ

被
災
さ
れ
た
方
々
か
ら

実
情
や
要
望
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

故郷
国

と

をつなぐ

世界と
つなぐ

現在の主な役職
● 情報調査局長　● 選挙対策副委員長
● 国会対策副委員長　● 政治改革本部  幹事長代理

国際的友好関係を深め、世界をリードする国に！

政府間や民間団体の交流の機会を
大切にして親日国と友好関係を深め
日本の信頼を高めるとともに
石川県の産業や観光事業などを
支援します。

去年２月５日、 衆議院予算委員会の初日の質疑に立ち
能登半島地震を「大震災」と命名することを提案して復興に向けた総理の決意を伺いました。

2023年末から2024年にかけて、国土交通部会長として国土交通政策の取りまとめ役を担い
ました｡ 能登半島地震で被害を受けたインフラの早期復旧や、観光業をはじめとする打撃を受け
た産業への支援に全力を尽くしました。
税制調査会では住宅ローン減税の延長を勝ち取ったほか、政策
面では令和6年度予算並びに同補正予算の編成に携わり、小松
市の自動運転バスの国支援や、加賀市の全国初となる公共版
ライドシェアの導入、白山市乾東交差点の立体化(外環状道路
海側幹線の本線部分の事実上の着工)や手取川、梯川流域の治
水の予算獲得に尽力しました。

信頼される政党、
  夢のある国づくりを

未
来へ
つなぐ

台湾の清徳総統の 就任式で台湾の頼清徳総統 就任式でメキシコのサウル・サンプラー丿首席公使とメキシコのサウル・サンプラー丿首席公使と

2024.4.1ベトナム中央理論評議会一行の外務省表敬を引率2024.4.1ベトナム中央理論評議会一行の外務省表敬を引率

2024.11.12  政調全体会議2024.11.12  政調全体会議

2024.1.30  国土交通部会2024.1.30  国土交通部会

国土交通部会長として責務を全うしました｡


